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＜連絡事項＞

・受水槽修理の伴う断水について

管理棟の受水槽より水漏れしており、その修理のため、断水する箇所があるとのこと。

修理日：5/31（土）13：00～17：00

断水箇所：医局風呂、北3Ｆ風呂、管理棟・北病棟全体トイレ

・赤石　陽介様～6/14（土）退院予定であり、地域復帰支援検討会を開催するとのこと。

日時：6/4(水)16：00～（15:45～プレミーティング）

場所：旧デイケア室
・清水　泰雅様～昨日より青山荘へ入所となっている。

デイケア通所日：月・火・水・木

青山荘利用日：金・土

本人は生活リズムを整え、定時に活動できることを目標としていると話している。青山荘入所後は生活能力の向上及び生活リズムの改善を目的として、プログラムに参加出来るよう支援していくとのこと。

＜利用者様情報＞

・川村　享　様　～今まで毎月1回の八戸赤十字病院受診の前日にデイケアでの入浴を促がしていたが、入浴機会が少ない状況が続いていた。その為、本日担当職員と面談を実施。毎週火曜日にデイケアで入浴することを勧めると、了解している。

・繁名　和恵　様～本人より架電あり。昨日から頭痛･腹痛等の症状があり、本日は欠席したいとのこと。症状が軽減してから来所する事を促がすが訴えは変わらず、本日は欠席している。

・上川原　豊　様～本日利用日ではないが来所しており、理由は特に無く「ふらっとただ来ただけ」と話している。利用日を増やす事や本日の利用について確認すると、「いらない」と話し、そのまま帰宅されている。

・青木　紀子　様～昼頃より吐き気を訴え、静養室で休養している。午後のプログラムには出席しており、体調を確認すると｢だいぶ良くなりました｣と笑顔で話すことが出来ている。

・大下　良悦　様～肺炎の為長期間欠席していたが、昨日から来所されている。不調の訴えは無く欠席前と同じように過ごされており、プログラムには休みながら参加されている。

・倉石　ヨシエ様～3日間排便がないとのこと。また、血圧が173/55mmHgと高値が見られており、再検でも161/62mmHgとなっている。活気の無さや疲れている様子が見られている為、本人の状態に注意しながら関わっていく。

・巴　勇樹　様　～本日2回目の体験利用を実施。1回目の体験利用の際は煙草を我慢できない様子があったが、今回は1時間に1回のペースで時間を決めて煙草を吸っており、喫煙要求を頻回に行う事は無い。

＜青山荘からの情報＞

・藤村　翔　様～昨日聞かれた青山荘新人スタッフに対する不満については、事実ではなく幻聴から妄想に変わっているとのこと。以前から父親に対する不信感があり、そこから病状に繋がっていたが、父親に近い年代の人が来ると、同じように病状に左右された発言があるとのこと。慣れればなくなっていく為、今後も状況を確認し、情報共有しながら様子を見ていく。

・清水　泰雅様～昨日から入所している。部屋から出てこず、自宅での生活時と大きな変化は見られていない。病状の影響や、生活リズムの乱れが大きい方であるため、デイケアの参加を促がしつつ、生活リズムの安定化を図っていく。

・繁名　和恵様～退所前に青山荘で食事を摂ることを約束していたが、青山荘にくる事が出来ておらず、病状に影響されデイケアにもこれない事が目立っている。グループホームの世話人からも行くように促がしているが、継続した通所ができていない。今までも同じような状況で病状を崩している方であるため、情報を共有しながら継続した通所を促がしていく。

＜事例検討＞

田名部　浩平　様（33）利用日：火～金　

検討内容目標・計画の立案

長期目標自宅での生活に向けて、再発せずデイケアへ通う

中期目標①デイケアを休まず、生活リズムを整える。

②対人交流を円滑にする。

短期目標①デイケアでの不安やストレスをスタッフへ相談する。

②個別でのＳＳＴを行い、円滑な対人交流の仕方を学ぶ。

　挨拶を相手に聞こえる声で行う。

治療計画①本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。

②円滑に交流出来るようＳＳＴに参加していただき、本人が理解できるような内容でアドバイスする。

　挨拶の確認し、声が低い時は声掛けする。

現状

・今後仕事をしたいと思っている（本人希望では月10万円程稼ぎたいとのこと）

・ゲームをしたいが時間がないと話している。

・地域復帰支援検討会にて、母様が親戚の人へ本人が挨拶をしないことを悩んでいると話す。

・家族は今までの行動や、兄との関係性に対する不安があり、退院に対する不安があると話していたが、現在は落ち着いて生活出来ている。

・1人で笑っている様子があり、幻聴についてはないと話す。

・報告など声をかけてほしいと伝えると、しっかりと報告することが出来ている。

青山荘での状況

・落ち着いて過ごされており、服薬を忘れる事は無い。部屋にこもりっきりになる事はないが、自分から交流することはない。

・ゲームに関しては、持っているか不明であるが、時間がないわけではない。

・現在生活能力を見極めている状況であり、自宅に帰るのか単身生活となるのか具体的に検討している。

検討結果

・仕事に関しては、段階付けて行う為に作業所からスタートすることを伝えると、了承している。就労は最終的な達成目標として今後検討していく。

・対人交流技能やコミュニケーション能力の向上を図っていくところから開始し、SSTや作業療法場面での集団活動を用いてアプローチを行っていく。

本多　富美　様（44）　

入院歴：7回（最終　H25.6/5～H26.4/10）　前回のデイケア利用：H19.6/25～H25.6/5

デイケア利用日：月、水、金　　作業所（三本の木）利用日：火、木

検討内容ストレス対処へのアプローチの仕方

病状ストレスにより、不眠、抑うつ、被害関係妄想、希死念慮、連続飲酒につながり、その後呂律不良、歩行困難、食事を摂らずひきこもる状態になってしまう。

長期目標飲酒に頼らず、自宅での生活を継続する。

中期目標①日中は自宅から出て過ごし、ひきこもらないようにする。

②不安を一人で抱え込まない。

短期目標①週3日デイケアを継続して通所する。

②不安や悩みがある時は、飲酒や衝動行為に走る前に自分からスタッフに相談する。

治療計画①通所した際に、自宅での生活状況（活動状況、睡眠時間、飲酒の有無）の確認を行う。飲酒による症状（ぼんやり感、呂律不良、倦怠感、足の脱力等）の有無を観察を行う。②通所した時は、スタッフから声をかけ関係性をつくっていく。心配事や悩みがないか確認し、衝動行為に至る前に相談してほしいことを伝える。

現状

・本人は周りに良い顔をしようとする事があり、何でも出来るというように話す事がある。

・声をかけると色々と話すが、深い部分の話は殆ど無い。

検討結果

・関係性を作っていく事が必要である為、作業を媒介にする事や、スタッフから積極的に声をかけていき、気軽に相談、交流できる関係性の構築を図っていく。

・作業所に関しては、現在送迎がない場所の利用を行っている為、今後必要に応じて南部町保健士と連携しながら、支援内容を検討していく。

＜外来情報＞

・前野　義勝様～右足踝のうおのめにスピール膏を貼っており、本日処置を行っている。ウリモックスクリームが処方されており、処置部位にぬるように説明されている。

